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とするベンチャー企業は、TV 用 IC を設計する時は TV システムメーカーと組
み、デジタルカメラ用 IC を設計するときは別のデジタルカメラメーカーと組
む、このようにバーチャルに結合しながら国際企業間起業をフレキシブルに
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（成功確率）＝インフラ（３次元）x{事業戦略（３次元）x 技術（３次元）}  
 








“日本単独” “Cross-border Inter-preneur” 
ベンチャー事業戦略 未経験 Nasdaq 上場経験者を含む 
資金調達 数億円程度 数十億円レベルも可能 
事業モデル  下請け 独自の商品 
マーケット 日本 世界  
競争力 コスト高 リソース有効活用→ コスト競争力あり 























































































































































れている How から What への変化である。日本は、この変化についていっているであ




























































































































































































































ちょうど、年代を見ると 100 年周期になっているように思われる。 
 
一方の小さなサイクルは、例えば第 2 次ベンチャーブームの中で、成長性のある技
















































































































































































Past: by Large  
company own  
R&D center 
Start-Ups 
表2.4 Change for R&D 
Now:  Innovative Start-up company is taking  
important role and Large Company merge 
such start-ups as a part of R&D activity  








































In 2000, 11% of US GDP($1.1 trillion) and 9% of job(12.5 million jobs) was generated 
by an originally VC backed enterprise.  
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VC backed companies paid $58.8 billion in federal tax, exported goods and service 
worth $21.7 billion, spent $157.3 billion on R&D   
 
1970-2000, VC backed companies had twice the sales, paid three times the federal 
tax, generated twice the exports and invested three times as much in R&D as the 
average non VC backed public company, per each $1000 of assets. 
 
From 1995-2000, investing $192 billion in high tech industry, VC played a significant 








a） Jeffry A Timmons の分析 
 

























































































                     （ウイリアム・バグレイブ著 起業家育成より） 
 
成功の可能性を判断するのに基準となるのは、チャンス、顧客、市場、業界







2.5 億 チャンスの扉 
１億 















基準 潜在性が高い 潜在性が低い 
市場関連 
市場の： 
ニーズ はっきりしている 集中していない 
顧客 商品に反応 反応しない/ひいきがある 
消費者への資本回収 1 年以内 3 年以上 
新たな価値または付加価値 高い 低い 
製品ライフスタイル 長期的/投資と利益を回収 する時間より長い 一時的/投資を回収する時間より短 い 
市場構造 不完全な競争/新しい業界 完全な競合/過密成熟業界/衰退 業界 
市場規模 売上高 1 億ドル 未知/1000 万ドル以下/数十億ドル 
市場の成長率 30-50%以上 縮小/10%以下 
粗利益 40-50%以上/長期的 20%以下/変動的 
可能な市場占有率（5 年後） 20%以上/リーダー 5%以下/流動的 
コスト構造 低コスト供給者 衰退コスト 
財政/収益関連 
税引き後利益 10-15%以上/持続的 5%以下/流動的 
要した時間： 
損益分岐までの時間 2 年以下 3 年以上 
キャッシュ・フローまでの時間 2 年以下 3 年以上 
使用投資利益率 年 25%以上 年 15-20% 
高価値 低価値 
価値 戦略価値が高い 戦略価値が低い 
必要資本 低い～中 高い 
資金供給可能 資金供給不可能 




製品 最低 最高 
マーケティング 最低 最高 
流通 最低 最高 
コントロール： 
価格 中～強 弱 
コスト 中～強 弱 
資源供給のルート 中～強 弱 
流通チャンネル 中～強 弱 
参入障壁： 
独占保護/有利な規制リスポ 
ンス/リードタイム あり（可能性あり） 反応が速い なし  なし （技術、製品、市場革新、人 
材、立地、資源、能力などに 
おける優位） 
あり（可能性あり）       
法律上、契約上の優位 所有権/独占権 なし                 
契約とネットワーク 発達/高品質 未発達/制限あり 
利用可能 利用不可能 
マネージメントチーム関連 
チーム 既存、高い実績 弱い/単独起業家 
競争業者の態度と戦略 競争的/少ない 能力なし 
非自滅的 
致命的な欠点関連 
致命的な欠点 なし あり 





































































以下の表が最近の日本、米国での IPO の状況を示している。 




















Avg. Post IPO 
Valuation ($Mill)

































Avg. of Post Offer 
Value ($Mill)
























米国の特許登録件数は 14 万 7 千件、日本は 14 万 1 千件。ほぼ同じで、3 位
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表 3.3 製造業のKEYは技術／日本に技術はある？
１） 特許登録件数： ２） 研究費
主要国における研究費（２０００年度）
•アメリカ合衆国 28.5兆円（GDP比 2.68％）
•イギリス 2.8兆円（ 同 1.86％）
•ドイツ 5.0兆円（ 同 2.46％）
•フランス 3.0兆円（ 同 2.15％）



























国際的な戦略技術提携件数では、米国が 80 年代 2500 件、90 年代にはほぼ倍
増の 4700 件、ヨーロッパも同様に 1077 件が 2519 件へと拡大しているが、












































































































































In Main Stream Business

















































































































































































図 4.1 は、過去 2 年間に上場したハイテクスタートアップの海外・国内売上比率を
まとめたものである。 
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図 4.1 What is recent change in Silicon Valley Start-up ?
• Revenue structure, inside and outside of country
Average
7327
Designing, study/development and sales of 
LSI (large scale integration) for flat panels 










development and supplies processing 
chemical formulations for noble metal 
plating which are mainly used on the 


















Manufacturing and sales of large 
photomasks for liquid crystal displays and 
implementing tools of inspection and 





















Semiconductor: designs, develops, 
licenses and markets memory 
technologies used by the semiconductor 








Semiconductor: products for the 
automated development, integration and 







Semiconductor: design, development, 
manufacture, sale and support of 
precision, high-performance, advanced 







semiconductor company that designs, 
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Start-up in Silicon Valley






   
図 4.3 Globalization of Supply Chain for Start-up





Japan⇒ChinaKoreaJapan Design ServiceE company


































図 4.4. Two Major changes for Start-up
1)  Market development at the same time, no significant time delay
2) Resources at everywhere and each territory has some strength & weakness



































US Market is slow
Cost is “High”
In Silicon Valley


















     






































a) 中国の GDP 
 
 2003 年の実績は、以下の表にあるように世界第 7 位のポジションであった。 
 2004 年は中国の国内総生産（GDP）がイタリアを抜いて 6 位に浮上したよう
である。G7 各国が地盤沈下し先進 7 カ国の枠組みでは有効な政策協調を打ち
出せなくなっている。2005 年 2 月 4 日、5 日に開かれる G７にも BRICｓ各国
が参加する。  
 
２００３年 GDP 実績 (億ドル)  
（１）米 国   １０８，８１６  
（２）日 本    ４３，２６４ 
（３）ドイツ    ２４，００６ 
（４）英 国   １７，９４８ 
（５）フランス   １７，４７９ 
（６）イタリア   １４，６５８ 
（７）中 国    １４，０９８ 
（９）カナダ     ８，３４３ 
（１２）インド     ５，９８９ 
（１５）ブラジル     ４，９２３ 




   日本の最大貿易相手国は、ついに米国から中国に変わった。２００４年の
貿易統計によれば中国との貿易は輸出入合計で２２兆２千億円と米国との
貿易２０兆４千８百億円を上回った。日本の対中輸出は輸入を上回る勢い
















Graph 2. R&D Cost spent by Japanese/American 
































Graph 1. Rate of overseas production at Japanese 
companies 
In Japanese enterprises
In Japanese enterprises 
operating oversea
図 4.7 General Industry Trend
1) Manufacturing is shifting to outside of Japan, especially to China
2)  R&D is getting active in China
⇒ China has significant impact to Industry not only for manufacturing 
but also for R&D.                                               







   
10 years ago Present
Refrigerator Color TV Automobile Entire Manufacturing
Laundry Microwave Stereo-Cassette VTR
Chinese share in 
global production: 19%
Chinese share in 
global production: 23%
Chinese share in 
global production: 3%
Chinese share in 
global production: 23%
US : 27.7%  
Germany : 32.1% (1998)
Chinese share in 
global production: 26%












































































































































































































































































らと同等のものを安く作るか、つまり How の時代で大成功を収めた。 
ところがこのポジションは既に中国ないし他の発展途上国の活躍の場になっている。
そして、日本は What を考えなければならない状況に面している。 
また、今年は戦後 60 年となり、コンドラチェフの経済 50 年周期から見てもそろそ
ろ大きな変革が必要な時期に来ている。 



















































































GCI は技術レベル、社会環境、マクロ経済の 3 つの要素を基準としているが、これら
の要素は各国ごとに大きく異なり、異種の組み合わせになっている。一方 BCI は会




2004 年にマイケル・ポーターの出した論文 “Building the Microeconomic 






































































アプローチである。また、エディス・ベンローズはその著書”The Theory of 


















ハーバード大学のリチャード・クーパーは、“A Glimpse of 2020 4)”という論文の







































































































































































   
表示系コントローラ液晶パネルメーカー
液晶モジュールメーカー
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(IDM) (Fabless & Foundry)
分業化で差別化？
 














図 6.3 にあるように、ある半導体設計会社は、テレビ用の IC 向けには半導体製造会
社 A 社、システム設計会社 B 社と組みこの分野でビジネスをしていく、携帯電話用










































































































































































































































図 7.1 Key Factor for Success is either Vertical 




Gathering best parts cannot 
make the best system






Best approach, but can be 






Same goal for Competitive System 
（Collaboration from original 















Sony Canon Olympus Fuji Film Nikon










Exceptional Growth by Canon








光学系は Zeiss に精密機械系は Philips 社に、また、アライメント系は Zeiss と





















































































































































































           技術              戦略                
      発想力  実用化  量産   経営  マーケティング  国際性 
 
A 社    インド   アジア   米    米      米       米 
B 社    インド   インド   外部  インド     米       米 
C 社    中国    中国    外部   中国      米        米 
D 社    欧州     米     米    欧州      米        米 
E 社     米    アジア   アジア   米       米        米 












 （国）               （個人） 





















































































































In addition to Individual Business of Design Service at Japan & China operation 
Gives the following Full Turnkey Business Opportunity as synergy of this collaboration
•The best proposal with the most cost effective combination, but with high technology
•Attractive to potential customers, can change their mind to be more aggressive to Turnkey  outsourcing
•Good differentiation against other Turnkey Design Service providers.
図 8.3 Full Turnkey by Japan & China Operation
Full Turnkey for 
Japanese System 
Manufacturers at China 
cost
Full Turnkey for 
Japanese Customers but 
for China Operation
Full Turnkey for Chinese 
System Manufacturers
1) Customer Access
2) High Level Design
4) Foundry Management


































Support (High-end design, IP licensing arrangement)
Support (Cost effective design, Foundry management) 4) Full Turnkey
5) NRE Design3) Full Turnkey















      表 8.1 クロスボーダーのメリット 
  “日本単独” “Cross-border” 
ベンチャー事業戦
略 未経験 Nasdaq 上場経験者を含む 
資金調達 数億円程度 数十億円レベルも可能 
事業モデル  下請け 独自の商品、ターンキーデザインサービス 
マーケット 日本 世界  
競争力 コスト高 リソース有効活用→ コスト競争力あり 






















    図 8.5 デジタルテレビ向けソリューションの事例 
TVシステム
メーカー
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      表 1 国とビジネスの競争力対比    
 
因みに、ここで Growth Competitiveness Index(GCI)と Business Competitive 



















































































が指摘されている。これに関しては、ピックアップした 7 カ国中で最下位である。 
 
 
































































































マイケル・ポーターは、上記に関わる彼の論文”Building the Microeconomic 




































表 5 ビジネス環境と会社の戦略、経営に関する洗練性の比較 
 
また、ハーバード大学の Richard Cooper は、“A Glimpse of 2020”のという論文










ては 2010 年以前に 65 歳以上の人口比が 20%以上となり、また、総人口も 2050 年ま
































































































































① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪
①=Availability of scientists&engineers ②=Utility patetns,2003  ③=Quality of math and science education  ④=Hidden trade barriers
⑤=Ease of hiring foreign labor ⑥=Administrative burden for startups  ⑦=Prevalence of M&A  ⑧=Nature of competitive advantage
⑨=Value chain presence ⑩=Capacity for innovation ⑪=Production process sophistication
China
 
 
 
